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１．概要（Summary） 

蛍光ナノダイヤモンドは、長く安定した発光特性と優れ

た生体適合性を持つことから、生体イメージング材料とし

て注目されている。中でも、負に帯電した窒素―原子空

孔発光中心（NVセンター）を有する蛍光ナノダイヤモンド

は、室温で優れたスピン特性を示し、温度、磁場、電場な

どにより蛍光強度を変化させる。そのため、蛍光ナノダイ

ヤモンドは生体環境における高感度量子センサーとして

応用可能である。さらに、直径数 nm の蛍光ナノダイヤモ

ンド中にスピン特性の優れた NV センターを作製できれ

ば、タンパク質や核酸などの小さな分子の生体内量子セ

ンシング、さらには核磁気共鳴(NMR)測定が可能になる。

今回、等研究室にて蛍光ナノダイヤモンドに関する研究

を開始するにあたり、使用するナノダイヤモンドを、FE-

SEM（S-4800）を用いて観察した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

FE-SEM（S-4800） 

 

【実験方法】 

平均直径 100 nm、窒素含有率 100 ppmの HPHT合

成ナノダイヤモンドに電子線照射(5×1017 e/cm2）を行

い、原子空孔を作製した。次に、窒素アニール処理

(800 ℃、2 h)を行い、NV センターを作製した。さらに、

熱混酸処理(HNO3:H2SO4=1:3、200℃、2 h)を行い、

表面状態を酸素終端にすることにより、NV センターの電

荷の安定化を試みた。その後、処理済みのナノダイヤモ

ンドをシリコン基板に塗布し、その表面形状を FE-SEM

（S-4800）で観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FE-SEM（S-4800）にて蛍光ナノダイヤモンドの観察を

行った。チャージアップを防ぐため、観察前に基板に白金

パラジウムをコートした。蛍光ナノダイヤモンドの SEM 像

の一例を Fig. 1 に示す。100 nm 前後の蛍光ナノダイヤ

モンド を観察することができた。今後、測定数を増やし粒

径分布を得たいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 

 

 

Fig. 1 SEM image of fluorescent nanodiamonds. 


